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ＪＲ連合結成25年 政策課題
と組織課題のさらなる前進
を図り、これからも安全で
信頼されるＪＲを築こう！

JR連合

JR連合

ＪＲ九州バスとの学習会で「B&Sみやざき」
について説明を受けた

視察を終え、復旧支援に対する政策について
参加議員と意見交換をおこなった

河川の氾濫により踏切保安装置がなぎ倒された「日田彦山線」宝珠
山～大鶴駅間の瀬部踏切

八木大星新代表幹事

92単組の一丸となった取り組みを要請

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月
11
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の

髙
木
義
明
会
長
を
は
じ
め
９
人

の
国
会
議
員
と
と
も
に
現
地
視

察
を
行
っ
た
。
今
回
の
視
察
は

　

７
月
５
日
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
、
河
川
氾
濫
や
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
、
さ
ら
に
は
、
土
砂
崩
れ
に
よ
っ
て
な
ぎ
倒
さ
れ

た
倒
木
が
流
入
し
、
福
岡
県
朝
倉
市
・
東
峰
村
を
中
心
に
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
多
く
の
人
的
な
被
害
も
発
生
し
た
。
８
月

８
日
に
は
、
政
府
が
激
甚
災
害
と
指
定
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定

し
、
復
旧
復
興
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

鉄
道
で
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
久
大
本
線
、
日
田
彦
山
線
が
被
災
し

た
た
め
、
不
通
区
間
の
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
復
旧
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

発
生
直
後
の
７
月
14
日
に
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
中
央
本
部
と
と
も
に

現
地
視
察
を
行
い
、
被
災
状
況

の
深
刻
さ
を
確
認
し
た
上
で
の

国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
が
き
っ

か
け
と
な
っ
て
実
現
し
た
。

　

久
大
本
線
の
最
も
大
き
な
被

害
と
な
っ
た
花
月
川
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
は
、
６
連
式
の
橋
桁

の
全
て
と
５
本
の
橋
脚
の
う
ち

４
本
が
押
し
流
さ
れ
た
が
、
未

だ
に
そ
れ
ら
の
大
半
が
撤
去
さ

れ
ず
に
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
た
。

　

日
田
彦
山
線
に
つ
い
て
は
、

大
行
司
駅
駅
舎
倒
壊
な
ど
、
３

カ
所
を
視
察
し
た
。
宝
珠
山
～

大
鶴
駅
間
の
瀬
部
踏
切
で
は
、

７
月
の
視
察
時
か
ら
交
差
す
る

道
路
は
補
修
等
が
進
め
ら
れ
て

い
た
一
方
で
、
鉄
道
設
備
は
手

つ
か
ず
の
状
態
で
あ
り
、
当
時

の
ま
ま
、
道
床
が
流
さ
れ
、
ま

た
真
砂
土
に
覆
わ
れ
、
さ
ら
に

踏
切
保
安
装
置
は
周
辺
に
倒
れ

た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
た

各
議
員
か
ら
は
治
山
・
治
水
を

含
め
た
復
旧
支
援
の
必
要
性
、

復
旧
へ
の
道
の
り
の
厳
し
さ
と

と
も
に
、
利
用
者
の
少
な
い
地

方
ロ
ー
カ
ル
線
に
お
け
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
意

見
を
い
た
だ
い
た
。

員
か
ら
は
「
真
に
必
要
な
も
の

に
つ
い
て
は
、
死
に
物
狂
い
で

求
め
て
い
く
」
と
の
力
強
い
発

言
も
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
九
州
新
幹
線
の
西
九

州
ル
ー
ト
に
か
か
る
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
の
問
題
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
た
。
髙
木
会
長
か

ら
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備
の
必

要
性
が
述
べ
ら
れ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

の
要
求
内
容
を
補
強
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

今
回
、
意
見
交
換
を
行
っ
た

政
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
と

の
連
携
を
密
に
と
り
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ

Ｒ
九
州
会
社
が
果
た
す
べ
き
使

命
に
向
け
て
、
そ
し
て
将
来
を

見
据
え
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
や

各
加
盟
単
組
は
も
と
よ
り
、
連

合
や
交
運
労
協
と
も

連
携
を
さ
ら
に
深
め
、

地
域
公
共
交
通
の
在

り
方
や
そ
の
維
持
・

発
展
に
向
け
た
公
的

支
援
ス
キ
ー
ム
の
あ

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、

既
存
の
枠
組
み
に
と

ら
わ
れ
ず
政
治
・
行

政
や
世
の
中
へ
訴
え

る
活
動
を
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
。

　２０１８春季生活闘争を取り組むに
あたり、要求実現に向けて実態の把握
を進め、基本賃金の向上ならびに諸制
度改善を図ります。全組合員の協力を
お願いします。

９月支給分の給料明細にて実施

　バス関係労働者は、10月に調査を予
定します。

各単組・組合員の皆さんの
ご協力をお願いします。

交
運
労
協
２
部
会
合
同
視
察
会
及
び
学
習
会

公
共
交
通
機
関
の
乗
継
で
地
域
活
性
化
に
も

 

国
に
よ
る
鉄
道
復
旧
支
援
ス
キ
ー
ム
の
強
化
に
む
け
て

強
く
取
り
組
む
こ
と
を
確
認　

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

は
、
８
月
29
～
30
日
、
高
松
市

「
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高

松
」
で
第
25
回
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
に
は
、
幹
事
会
・
総

会
委
員
・
来
賓
・
傍
聴
な
ど
80

人
が
出
席
し
、
分
科
会
別
討
議

で
は
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘

争
や
単
組
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
、
２
０
１
７
年
度

活
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決
定

し
た
。

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

火
野
宮
敦
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
東

海
連
合
・
関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ

ク
労
組
委
員
長
）
は
、
２
０
１

針
に
則
り
会
社
側
へ
要
求
を
行

い
、
産
別
統
一
闘
争
を
展
開
で

き
た
こ
と
で
あ
り
、
要
求
し
な

い
こ
と
に
は
労
働
条
件
の
維
持
・

改
善
は
あ
り
得
な
い
」
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
全
体
に
お
け
る

労
働
条
件
の
底
上
げ
・
底
支
え
、

格
差
是
正
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
に

集
う
92
単
組
が
一
丸
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
松
岡
裕
次
会
長
・
河
村
滋

喜
事
務
局
長
、
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合

か
ら
中
濱
斉
会
長
（
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
執
行
委
員
長
）
、
全
国
交

運
共
済
生
協
か
ら
坪
井
義
範
理

事
長
が
参
加
し
、
激
励
と
連
帯

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
よ
り
、

２
０
１
６
年
度
活
動
報
告
と
２

０
１
７
年
度
活
動
方
針
案
を
提

起
。
休
会
後
の
分
科
会
別
討
議

で
は
、
２
０
１
７
春
季
生
活
闘

争
の
要
求
・
交
渉
・
結
果
等
の

報
告
と
単
組
課
題
な
ど
を
話
し

合
っ
た
。
総
会
２
日
目
の
各
分

科
会
か
ら
の
報
告
で
は
、
人
材

確
保
や
受
委
託
契
約
に
お
け
る

契
約
単
価
の
見
直
し
等
の
課
題

が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
賃
金
引

き
上
げ
を
は
じ
め
と
し
た
労
働

条
件
の
改
善
に
む
け
て
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
と

の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。

　

そ
の
後
、
質
疑
・
答
弁
を
経

て
、
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一

致
で
採
択
。
役
員
改
選
で
は
、

４
年
間
代
表
幹
事
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
を
牽

引
し
て
き
た
火
野
宮
敦
氏
の
ほ

か
２
人
の
幹
事
が
退
任
し
、
八

木
大
星
氏（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
）

を
新
代
表
幹
事
と
す
る
新
年
度

の
幹
事
会
体
制
を
決
定
し
た
。

７
春
季
生
活
闘

争
を
振
り
返
り
、

「
昨
年
を
上
回

る
単
組
で
ベ
ア

獲
得
な
ど
の
成

果
を
確
認
し
た

が
、
一
番
の
成

果
は
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
に
集
う
92

単
組
中
88
単
組

が
Ｊ
Ｒ
連
合
方

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
９
月
７
日
～

８
日
、
交
運
労
協
の
一
員
と
し

て
、
鉄
軌
道
部
会
及
び
バ
ス
部

会
の
合
同
視
察
会
及
び
学
習
会

に
参
加
し
た
。

　

７
日
、
博
多
駅
か
ら
、
「
Ｂ

＆
Ｓ
み
や
ざ
き
」
を
利
用
し
、

新
幹
線
で
新
八
代
駅
ま
で
、
新

八
代
駅
か
ら
高
速
バ
ス
に
乗
り

継
い
で
宮
崎
駅
前
に
向
か
っ
た
。

「
Ｂ
＆
Ｓ
み
や
ざ
き
」
は
、
九

州
新
幹
線
と
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
等

が
共
同
運
行
す
る
高
速
バ
ス
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
乗
り
継
ぎ
を
実

現
し
て
お
り
、
貴
重
な
示
唆
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
乗
り
継
ぎ
に
よ
っ
て
、

博
多
～
宮
崎
間
は
最
速
３
時
間

線
の
特
性
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
た
施
策
と
言
え
る
。

　

翌
８
日
は
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
と

の
学
習
会
に
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
の
大

石
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
、
会

社
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
、「
Ｂ
＆
Ｓ
み
や
ざ
き
」

の
造
成
に
中
心
と
な
っ
て
関
わ
っ

た
同
社
の
益
田
顧
問
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
等
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
た
。

　

新
幹
線
開
業
を
き
っ
か
け
と

し
て
誕
生
し
た
同
施
策
は
、
地

元
バ
ス
会
社
２
社
と
の
共
同
運

行
に
よ
り
、
博
多
～
宮
崎
間
の

公
共
交
通
機
関
で
の
交
流
人
口

が
拡
大
す
る
結
果
を
残
し
、
地

域
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
実
現
に

お
い
て
も
学
ぶ
べ
き
点
が
多
く
、

有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

で
結
ぶ
こ
と
を
可
能

と
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
、
高
速
バ
ス
の

Ｂ
＆
Ｓ
み
や
ざ
き
号

は
渋
滞
が
少
な
い
と

こ
ろ
を
運
行
す
る
こ

と
で
定
時
性
を
確
保

し
つ
つ
、
新
幹
線
が

通
っ
て
い
な
い
エ
リ

ア
を
補
完
す
る
と
い

う
高
速
バ
ス
と
新
幹

総
連
・
北
鉄
労
か
ら
１
人
の
青

年
の
組
織
拡
大
を
果
た
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
北
労
組
運

動
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
連
合
・
自
動
車

連
絡
会
の
取
り
組
み
の
正
当
性

が
、
良
識
あ
る
他
労
組
組
合
員

等
に
も
理
解
さ
れ
、
ジ
ワ
ジ
ワ

と
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

今
こ
そ
、
労
政
転
換
を
果
た

す
絶
好
機
と
と
ら
え
、
こ
の
勢

い
を
持
続
さ
せ
、
更
な
る
仲
間

の
加
入
に
繋
げ
て
い
く
。

開
催
等
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・

Ｊ
Ｒ
北
労
組
の
運
動
が
理
解
さ

れ
、
こ
の
度
の
加
入
に
至
っ
た
。 

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
自
動
車
支
部
は
、

昨
年
１
年
間
で
５
人
の
組
織
拡

大
を
達
成
し
て
い
る
。
７
月
に

は
、
函
館
地
本
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
ジ
ェ
イ･

ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
で
働
く
３

人
（
手
稲
分
会
２
人
、
自
動
車

厚
別
分
会
１
人
）
を
９
月
１
日

付
で
新
た
な
仲
間
に
加
え
た
。 

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
自
動
車
支
部
全

体
の
連
携
と
、
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
世
話
役
活
動
や
勉
強
会

第24回賃金実態調査を
実施します！

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
25
回
総
会

安
全
・
安
心
で
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
構
築
を
め
ざ
す

九州北部豪雨による被災線区視察
ＪＲ連合国会議員懇とともに

復旧・復興を考える

九州北部豪雨による被災線区視察
ＪＲ連合国会議員懇とともに

復旧・復興を考える

　

視
察
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
本

部
会
議
室
に
お
い
て
、
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。
今
回
の
自

然
災
害
や
老
朽
化
し
た
鉄
道
施

設
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る

重
点
政
策
要
求
を
取
り
上
げ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
鉄
道
軌
道

整
備
法
」
に
基
づ
く
鉄
道
施
設

の
災
害
復
旧
に
対
す
る
補
助
に

つ
い
て
は
、
適
用
条
件
緩
和
と

公
的
補
助
の
拡
充
等
、
支
援
の

強
化
を
求
め
る
取
り
組
み
を
継

続
的
・
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

現
行
制
度
は
赤
字
会
社
に
の
み

適
用
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
九
州
会
社
は

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

与
党
内
で
、
一
定
の
条
件
の
下
、

黒
字
会
社
に
適
用
さ
れ
る
よ
う

な
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

黒
字
会
社
が
対
象
と
な
る
よ
う

に
改
正
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て

は
、
支
援
制
度
を
利
用
す
る
か

否
か
の
判
断
時
に
お
い
て
、
あ

る
い
は
、
公
的
資
金
が
注
入
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
者

の
主
体
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
共
通
認
識
と

し
て
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
議

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
ら
と

被
災
状
況
を
現
地
視
察

鉄
道
被
災
時
の
復
旧
支
援
ス
キ
ー
ム

及
び
Ｆ
Ｇ
Ｔ
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会

Ｊ
Ｒ
北
労
組
で
ま
た
３
人
加
入

  

ジ
ェ
イ･

ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
で

                         

過
半
数
を
め
ざ
し
拡
大
進
め
る

Ｊ
Ｒ
北
労
組
で
ま
た
３
人
加
入

  

ジ
ェ
イ･

ア
ー
ル
北
海
道
バ
ス
で

                         

過
半
数
を
め
ざ
し
拡
大
進
め
る
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九州ロジスティクス労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ貨物連合）

　

九
州
ロ
ジ
労
組
は
、
２
０
１
１
年

５
月
に
結
成
、
組
合
員
数
は
55
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
勤
務
箇
所
は
、

福
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
北
九
州
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
大
分
・
熊
本
・
鳥
栖
。
業
務

内
容
は
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
の
コ

ン
テ
ナ
積
付
、
コ
ン
テ
ナ
検
修･

修

繕
、
ト
ラ
ッ
ク
代
行
や
中
継
ト
ラ
ッ

ク
、
車
両
入
換
作
業
等
の
他
、
ゆ
の

華
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
の
管
理･

接
客
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
の
横
綱
が
東
京
タ
ー
ミ
ナ
ル
な

ら
、
西
の
横
綱
は
福
岡
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
輸

送
障
害
等
で
乱
れ
る
と
、
大
き
な
遅

れ
を
引
き
起
こ
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
管
内

で
の
15
分
の
遅
れ
が
、
九
州
に
入
る

こ
ろ
に
は
、
５
～
６
時
間
以
上
の
遅

れ
に
な
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

多
く
の
列
車
が
遅
れ
る
と
、
作
業
が

輻
輳
し
、
コ
ン
テ
ナ
ホ
ー
ム
は
慌
た

貨
物
が
次
代
の
担
い
手
に
な
る
よ
う

大
い
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
私
達

も
今
ま
で
以
上
に
業
務
に
精
励
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

だ
し
く
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
で

も
、
お
客
様
の
荷
物
を
第
一
に
考
え
、

慎
重･

丁
寧
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

喫
緊
の
課
題
と
い
え
ば
、
要
員
不

足
で
す
。
採
用
さ
れ
て
も
「
業
務
量

と
賃
金
が
見
合
っ
て
い
な
い
」
等
の

理
由
で
、
す
ぐ
に
辞
め
て
い
っ
て
し

特　集
北
鉄
労
・
日
貨
労
も
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
同
様
に

  

革
マ
ル
派
創
設
時
副
議
長
・
松
崎
氏
の
思
想
教
育

民
主
化
闘
争 

22

研修会等で教材として使われているとされる
「松崎明著作集」

新倉議長の音頭で力強く団結ガンバロー

ま
う
の
が
現
状
で
あ
り
、
労

働
条
件
改
善
を
早
期
に
成
し

遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
年
２
月
に
福
岡
タ
ー

ミ
ナ
ル
構
内
で
、
死
亡
労
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
身
近
で

起
き
た
こ
と
に
、
改
め
て
安

全
最
優
先
の
重
要
性
を
実
感

し
ま
し
た
。
組
合
員
一
人
ひ

と
り
が
意
識
を
持
っ
て
業
務

に
あ
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
物
流
の
在
り
方
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

九州ロジ労組定期大会

　

９
月
９
日
、

Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委

員
会
は
、
大

阪
市
内
に
て
、

｢
仲
間
の
環

を
拡
げ
共
に

未
来
を
き
り

拓
こ
う｣

を

ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
第

26
回
定
期
総

会
を
開
催
し

た
。
今
総
会

は
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
青
年・

女
性
委
員
会
の

準
備
の
も
と
、

Ｊ
Ｒ
北
労
組
か

ら
貨
物
鉄
産
労

ま
で
全
国
か
ら

約
１
３
０
人
の

仲
間
た
ち
が
出

席
し
た
。
Ｊ
Ｒ

連
合
か
ら
、
松

岡
裕
次
会
長
、

中
村
鉄
平
交
通

政
策
部
長
（
青
女
担
当
）
、
中

山
耕
介
組
織
・
政
治
部
長
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
、
新
倉
実
議
長
は
挨
拶

で
、
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
り
、

「
民
主
化
闘
争
に
こ
だ
わ
っ
て

取
り
組
ん
で
き
た
」
と
し
、
青

年
女
性
委
員
会
と
し
て
職
場
に

お
け
る
安
全
確
立
、
政
治
参
画

の
必
要
性
と
政
策
実
現
、
民
主

化
の
取
り
組
み
、
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
仲
間
づ
く
り

や
連
帯
強
化
の
重
要
性
な
ど
に

つ
い
て
力
強
く
語
っ
た
。
と
り

わ
け
、
第
22
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

を
北
海
道
で
開
催
し
た
こ
と
へ

の
意
義
、
さ
ら
に
は
、
今
年
７

月
に
Ｊ
Ｒ
北
労
組
に
新
し
い
仲

間
が
増
え
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

幹
事
会
側
か
ら
経
過
報
告
の

後
、
青
年
・
女
性
委
員
会
の

行
動
指
針
で
あ
る｢A

ction 
C

oncept 2nd｣

に
も
と
づ

く
活
動
方
針
と
し
て
、
２
０
１

７
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、

13
人
の
総
会
代
議
員
か
ら
、
提

起
し
た
方
針
を
補
強
す
る
建
設

的
な
発
言
が
あ
り
、
各
幹
事
か

ら
、
諸
課
題
に
果
敢
に
取
り
組

む
決
意
を
示
す
答
弁
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
新
た
な
役
員
体
制

に
つ
い
て
も
提
起
し
、
活
動
方
針

と
と
も
に
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
で
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
は
『
仲
間
の
環
』
を
よ
り
拡

大
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
未
来
を
担

う
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
と
気
概
を
持
ち
、
柔
軟
な
発

想
力
と
大
胆
な
行
動
力
で
明
る

い
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
。

今
し
か
で
き
な
い
青
年
・
女
性

活
動
を
充
実
さ
せ
、
全
国
の
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
で
働
く
青
年
女
性

組
合
員
の
幸
せ
の
実
現
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
み
『
明
る
く
・

楽
し
く
・
元
気
良
く
』
を
合
言

葉
に
、
よ
り
一
層
魅
力
あ
る
活

動
を
展
開
し
て
い
く
」
こ
と
を

確
認
し
、
新
倉
議
長
の
掛
け
声

の
も
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

役
員
の
改
選
で
は
、
事
務
長

の
播
磨
洋
佑
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
）
、
幹
事
の
山
中
智
文

氏
（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）
、
小
川
千

春
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）
、
新
井

亮
太
氏
（
貨
物
鉄
産
労
）
が
退

任
し
、
新
た
に
事
務
長
に
、
鈴

木
大
介
氏
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）、幹
事
に
は
、
三
星
輝
之
氏

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）、西
川
弘
美
氏

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）、千
葉
大
樹
氏

（
貨
物
鉄
産
労
）
を
選
出
し
、

新
倉
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
新

し
い
幹
事
会
体
制
を
確
立
し
た
。

　

労
働
法
な
ど
の
知
識
を
問
う

「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」
（
Ｗ

Ｒ
検
）
が
11
月
23
日
、
全
国
14

会
場
で
行
わ
れ
る
。

　

９
月
１
日
か
ら
受
験
者
の
募

集
を
始
め
て
い
て
、
職
場
で
役

立
つ
法
律
知
識
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
。
一
般
社
団
法
人
「
日
本

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
協
会
」
が

主
催
し
、
厚
生
労
働
省
・
日
本

生
産
性
本
部
が
後
援
し
て
い
る
。

　

試
験
科
目

は
、
働
く
上

で
の
初
歩
的

な
知
識
を
扱

う
「
初
級
」

コ
ー
ス
。マ
ー

ク
シ
ー
ト
方

式
で
20
問
が

出
題
さ
れ
、

70
％
以
上
の

正
解
で
合
格

と
な
る
。

　

「
自
分
を

守
る
、
部
下

を
守
る
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

～
法
令
を
守
る
！
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
、
正
社
員

は
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、
学
生
、
派
遣
社
員
、

そ
し
て
管
理
職
の
方
々
ま
で
、

幅
広
く
働
く
人
た
ち
に
受
験
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

申
し
込
み
は
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

（h
ttp

://w
o
rk

ru
le-

kentei.jp/

）
か
ら
。

そ
の
業
績
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
」
と
し
て
、
27
年
２
月
か
ら

刊
行
を
開
始
し
た
「
松
崎
明
著

作
集
」
（
全
８
巻
）
を
、
28
年

中
に
全
巻
刊
行
し
た
ほ
か
、
Ｊ

Ｒ
東
労
組
は
松
嵜
元
会
長
の
七

回
忌
に
当
た
り
、
12
月
13
日
、

都
内
で
集
会
を
開
催
し
、
「
松

崎
明
初
代
委
員
長
が
時
代
を
切

り
拓
い
て
き
た
た
た
か
い
を
正

し
く
継
承
し
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東

労
組
運
動
を
発
展
・
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
訴

え
た
。

　

実
際
、
内
部
関
係
者
に
よ
れ

ば
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、

Ｊ
Ｒ
採
用
の
青
年
組
合
員
ら
を

集
め
、
元
委
員
長
で
あ
る
松
崎

明
氏
の
「
松
崎
明
著
作
集
」
を

用
い
た
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
る
。
今
年
６
月
の
Ｊ
Ｒ
東

労
組
第
34
回
定
期
大
会
に
お
い

て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
「
Ｊ
Ｒ

改
革
」
こ
そ
最
優
先
課
題
と
し

て
掲
げ
、
先
ず
は
こ
の
30
年
間

の
到
達
点
を
確
認
す
る
こ
と
と
、

そ
の
到
達
点
に
立
っ
て
未
来
へ

の
政
策
を
提
言
し
実
現
さ
せ
て

い
く
方
針
決
定
を
し
て
い
る
。

委
員
長
挨
拶
で
は
、
「
こ
の

『
Ｊ
Ｒ
改
革
』
の
第
一
幕
と
位

置
付
け
た
２
０
１
７
春
闘
で
労

働
者
の
権
利
を
武
器
と
し
て
労

使
対
等
の
基
礎
を
固
め
る
こ
と

が
で
き
、
『
い
つ
で
も
た
た
か

え
る
組
織
』
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
こ
と
が
確
認
で
き
た
」
旨

の
発
言
が
あ
っ
た
。
今
春
闘
に

大
を
為
し
続
け
る
体
制
に
回
帰

さ
せ
よ
う
と
す
る
、
ま
さ
に
先

祖
返
り
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
こ
の
よ
う

な
回
帰
を
〝
改
革
〟
と
位
置
付

け
、
「
Ｊ
Ｒ
改
革
」
を
進
め
る

た
め
に
は
、
松
崎
氏
の
威
光
に

あ
や
か
る
必
要
が
あ
り
、
組
織

強
化
を
図
る
た
め
に
も
「
松
明

塾
（
た
い
ま
つ
じ
ゅ
く
）
」
と

称
し
た
学
習
会
や
Ｏ
Ｂ
ら
に
よ

る
勉
強
会
が
開
催
す
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
同
じ
Ｊ

Ｒ
総
連
傘
下
の
日
貨
労
や
北
鉄

労
に
も
あ
る
。
日
貨
労
で
は
、

革
マ
ル
派
最
高
指
導
者
で
あ
る

黒
田
寛
一
氏
の
著
書
「
社
会
観

の
探
求
」を
本
部
主
催
の
研
修

会
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
定

期
全
国
大
会
の
答
弁
で
書
記
長

が
認
め
て
い
る
。
一
方
、
北
鉄

労
で
は
、
青
年
部
の
情
報
物

と
し
て
「
松
崎
明
著
作
集
学
習

会
開
催
」が
周
知
さ
れ
て
い
た
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
総
連
傘
下
で
は
、

Ｊ
Ｒ
採
用
の
若
年
層
に
対
し
て
、

昭
和
採
用
者
か
ら
平
成
採
用
者

に
運
動
を
継
承
す
る
取
り
組
み

を
「
バ
ト
ン
ゾ
ー
ン
の
た
た
か

い
」
と
称
し
て
取
り
組
み
を
強

化
し
て
お
り
、
革
マ
ル
派
思
想

教
育
と
し
て
〝
松
崎
イ
ズ
ム
〟

の
継
承
に
も
躍
起
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

　

警
察
庁
は
、
平
成
28
年
度
版

「
治
安
の
回
顧
と
展
望
」
に
お

い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
元
委
員

長
で
あ
っ
た
松
崎
氏
の
威
光
に

す
が
り
思
想
教
育
を
行
っ
て
い

る
動
き
を
、
革
マ
ル
派
の
動
向

と
し
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し

て
い
る
。

　

革
マ
ル
派
が
相
当
浸
透
し
て

い
る
と
み
ら
れ
る
全
日
本
鉄
道

労
働
組
合
総
連
合
会
（
以
下

「
Ｊ
Ｒ
総
連
」
と
い
う
。
）
及

び
東
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
」
と
い

う
。
）
は
、
革
マ
ル
派
創
設
時

の
副
議
長
で
あ
る
松
嵜
明
元
Ｊ

Ｒ
東
労
組
会
長
（
故
人
）
が

「
日
本
労
働
運
動
に
残
し
た
功

績
は
大
変
大
き
な
も
の
で
あ
り
、

【新幹事会体制】
議　長 新倉　　実 ＪＲ西労組
事務長 鈴木　大介 ＪＲ東海ユニオン
幹　事 三星　輝之 ＪＲ北労組

松本　良子 ＪＲ東海ユニオン
西川　弘美 ＪＲ西労組
笹岡　慎平 ＪＲ四国労組
松下　雄太 ＪＲ九州労組
千葉　大樹 貨物鉄産労

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
２
０
１
７
秋
（
初
級
）

職
場
で
役
立
つ
法
律
知
識
を
身
に
つ
け
よ
う

第26回青年・女性委員会総会
仲間の環を拡げ
共に未来をきり拓こう

お
け
る
Ｊ
Ｒ

東
労
組
の
動

き
は
、
労
使

関
係
を
旧
国

鉄
時
代
の
よ

う
な
会
社
に

圧
力
を
掛
け

る
対
立
路
線
、

力
関
係
に
す

る
こ
と
で
、

安
定
的
に
組

織
温
存
・
拡


